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一

　

華
厦
石
刻
博
物
館
に
は
現
在
、
二
組
の
北
魏
石
床
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
未
紹
介
の
、
非
常
に
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
が
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
そ
れ
ら

を
実
見
、
調
査
し
得
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
誌
別
稿
「
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北

魏
石
床
に
つ
い
て
─
第
三
の
臨
深
石
床
の
出
現
─
」
に
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は

繰
り
返
さ
な
い
。
そ
の
別
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
二
組
の
石
床
の
内
の
、
右
側

板
に
臨
深
図
を
含
む
、
四
面
の
囲
屛
と
二
石
闕
、
前
脚
か
ら
成
る
北
魏
石
床
（
臨

深
石
床
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
小
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
残
る
一
組

─
二

面
の
囲
屛
と
前
脚
か
ら
成
る
北
魏
石
床
（
孝
子
伝
図
の
董
永
図
を
含
む
の
で
、
董

　

華
厦
石
刻
博
物
館
に
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
貴
重
な

北
魏
石
床
が
二
組
（
内
、
一
組
は
二
面
の
み
存
）、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
度
、
呉
強
華
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
そ
の
所
蔵
者
張
宝
祥
氏
か
ら
二
組
の
北

魏
石
床
の
調
査
及
び
、
撮
影
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
小
稿
は
、
そ

の
二
組
の
内
、
二
面
の
石
床
囲
屛
の
原
石
写
真
を
、
初
め
て
紹
介
す
る
と
共

に
、
右
側
板
左
に
描
か
れ
た
、
孝
子
伝
図
の
董
永
図
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究

史
的
な
意
義
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
董
永
図
は
、
こ
れ
ま
で
二

十
四
遺
品
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
本
図
の
そ
れ
は
、
際

だ
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
董
永
と
そ
の
父
以
外
、
一
切
の
余

分
な
人
物
を
描
き
加
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
董
永
図
に
は
、
西
野
貞
治
氏
に

よ
る
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」（
昭
和
30
年
）
依
頼
の
長
い
研
究
史
が
あ
り
、

小
稿
は
、
新
資
料
で
あ
る
本
図
の
特
徴
か
ら
、
そ
の
西
野
説
の
再
評
価
を
試

み
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
、
孝
子
伝
図
、
董
永
図
、
武

梁
祠
、
西
野
貞
治

華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
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華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

二
二

永
石
床
と
仮
称
す
る
）
の
方
で
あ
る
。
図
版
一
、
図
版
二
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、

本
石
床
の
二
面
の
囲
屛
の
原
石
写
真
で
あ
る）（
（

。
ま
ず
本
石
床
の
法
量
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

正
面
左
板
─
縦
四
八
・
〇
糎
、
横
九
四
・
二
糎
、
厚
六
・
七
糎

　
　

左
側
板
─
─
縦
四
七
・
六
、
横
一
二
三
・
二
、
厚
七
・
五

　
　

前
脚
部
─
─
高
二
七
・
五
、
横
二
〇
八
・
七
、
厚
一
六
・
二

参
考
ま
で
に
、
図
一
と
し
て
本
石
床
前
脚
の
原
石
写
真
を
掲
げ
て
お
く）（
（

。
本
石
床

は
、
一
面
の
囲
屛
を
二
区
画
に
切
っ
て
い
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
二
面
の
囲
屛
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
女
性
墓
主
と
牛
車
と
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
正
面

左
板
、
左
側
板
に
当
た
る
も
の
と
認
定
さ
れ
、
従
っ
て
、
本
石
床
は
、
正
面
右
板

及
び
、
右
側
板
の
二
面
を
失
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
図
二
は
、
本
石
床

の
二
面
の
囲
屛
内
容
を
、
概
念
図
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
石
床
に
は
孝

子
伝
図
が
一
図
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
左
側
板
の
左
に
描
か
れ
た
、
（
董
永
図

で
あ
る
（
（
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
よ
る
目
録
番
号
〈
船
橋
本
も
同
じ
〉）。
図
二

の
図
像
配
置
か
ら
見
て
、
現
在
失
わ
れ
て
い
る
、
本
石
床
の
正
面
右
板
左
に
は
男

性
墓
主
、
右
側
板
左
に
は
馬
、
そ
の
右
に
は
（
董
永
図
と
対
に
な
る
、
や
は
り
孝

子
伝
図
が
描
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
魏
時
代
の
石
床
囲
屛
に
描
か

れ
る
、
孝
子
伝
図
の
配
置
順
序
に
つ
い
て
、
か
つ
て
林
聖
智
氏
は
、
そ
れ
ら
が
陽

明
本
孝
子
伝
の
目
録
順
に
従
い
、
ま
ず
右
の
外
側
か
ら
中
心
（
男
性
墓
主
像
）
へ

向
か
っ
て
配
置
さ
れ
、
次
に
左
の
外
側
か
ら
中
心
（
女
性
墓
主
像
）
に
向
か
っ
て

配
置
さ
れ
る
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
原
則
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）3
（

。
す
る
と
、

失
わ
れ
た
右
側
板
右
に
描
か
れ
て
い
た
孝
子
伝
図
と
い
う
も
の
は
、
左
側
板
左
の

そ
れ
、
即
ち
、
（
董
永
図
に
先
立
ち
、
陽
明
本
孝
子
伝
目
録
（
董
永
よ
り
、
若
い

図二　本石床の内容

牛
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女
性
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侍
者

図一　前脚
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二
三

番
号
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
、
（
舜
以
外
に
は
あ
り
得

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
石
床
の
失
わ
れ
た
右
側
板
右
に
は
、
舜

図
の
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
で
あ
る
。

二

　

本
石
床
（
二
面
）
に
は
、
孝
子
伝
図
が
一
図
、
含
ま
れ
て
い
る
。
左
側
板
左
に

描
か
れ
る
董
永
図
で
あ
る
。
図
三
は
、
そ
の
董
永
図
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
董

永
図
が
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
、
陽
明
本
孝
子
伝
（
董
永
条
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る）（
（

。

楚
人
董（
薫
）永

至
孝
也
。
少
失
母
、
独
与
父
居
。
貧
窮
困
苦
、
傭
賃
供
養
其
父
。

常
以
鹿
車
載
父
、
自
随
着
陰
涼
樹
下
。
一
鋤
一
廻
、
顧
望
父
顔
色
。
供
養

蒸
々
、
夙
夜
不
懈
。
父
後
寿
終
、
无
銭
不
葬
送
。
乃
詣
主
人
、
自
売（
買
）為

奴
、

取
銭
十
千
。
葬
送
礼
已
畢
。
還
売
主
家
、
道
逢
一
女
人
。
求
為
永
妻
。
永
問

之
曰
、
何
所
能
為
。
女
答
曰
、
吾
一
日
能
織
絹
十
疋
。
於
是
、
共
到
売
主
家
。

十
日
便
得
織
絹
十
疋
。
用
之
自
贖
。
々
畢
、
共
辞
主
人
去
。
女
出
門
語
永
曰
、

吾
是
天
神
之
女
。
感
子
至
孝
、
助
還
売
身
。
不
得
久
為
君
妻
也
。
便
隠
不
見
。

故
孝
経
曰
、
孝
悌
之
志
、
通
於
神
明
。
此
之
謂
也
。
賛
曰
、
董
永
至
孝
、
売

身
葬
父
。
事
畢
无
銭
、
天
神
妻
女
。
織
絹
還
売
、
不
得
久
処
。
至
孝
通
霊
、

信
哉
斯
語
也

本
図
に
は
題
記
が
あ
っ
て
、

　
　

董
永
看
父
助（
鋤
）時

と
記
す
が
、
助
は
、
鋤
の
音
通
に
よ
る
宛
字
で
あ
る
。
さ
て
、
本
図
は
、
例
え
ば

図三　董永図



華
厦
石
刻
博
物
館
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北
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石
床
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二
面
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に
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て
（
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二
四

陽
明
本
の
本
文
に
、

常
以
鹿
車
載
父
、
自
随
着
陰
涼
樹
下
。
一
鋤
一
廻
、
顧
望
父
顔
色
。
供
養

蒸
々
、
夙
夜
不
懈

と
あ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
左
に
、
一
本
の
木
（
銀
杏
）
の
下
で

蓆
に
坐
す
、
董
永
の
父
が
描
か
れ
て
い
る
（
右
向
き
。
本
文
に
言
う
、
鹿
車
は
描

か
れ
て
い
な
い
）。
そ
の
父
は
、
両
掌
を
上
へ
向
け
、
何
か
を
訴
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
画
面
右
に
は
、
上
へ
向
け
た
鋤
を
左
手
に
握
り
、
父
の
方
を
振
り
返
る
、

立
っ
た
姿
の
董
永
が
描
か
れ
て
い
る
（
右
向
き
）。
画
面
中
央
の
上
に
描
か
れ
た

太
陽
は
丁
度
、
正
午
を
示
す
如
く
で
あ
る
。
父
の
右
に
は
二
、
三
の
食
器
類
も
描

き
添
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
総
じ
て
本
図
は
、
極
め
て
簡
単
な
構
図
に
よ
る
、
董

永
図
で
あ
る
点
が
、
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

　

孝
子
伝
図
と
し
て
の
董
永
図
は
、
漢
代
以
来
と
て
も
人
気
の
高
か
っ
た
も
の
の

一
つ
で
、
遺
品
の
数
も
非
常
に
多
い
。
管
見
に
入
っ
た
董
永
図
は
目
下
、
本
石
床

を
含
め
て
、
以
下
の
二
十
五
点
を
数
え
る
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武
梁
祠
）

⑵
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓

⑶
泰
安
大
汶
口
後
漢
画
象
石
墓

⑷
中
岳
漢
三
闕
啓
母
西
闕

⑸
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑹
楽
山
柿
子
湾
Ⅰ
区
（
号
墓

⑺
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑻
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

⑼
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑽
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室

⑾C.T
.Loo

旧
蔵
北
魏
石
床
（
現
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）

⑿
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

⒀
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

⒁
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

⒂
望
野
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

⒃
楽
山
麻
浩
Ⅰ
区
（
号
墓

⒄
楽
山
麻
浩
Ⅱ
区
（0
号
墓

⒅
楽
山
麻
浩
Ⅱ
区
（（
号
墓

⒆
済
南
長
清
大
街
（
号
墓

⒇
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
後
漢
董
永
画
象
鏡

㉑
臨
沂
呉
白
荘
後
漢
画
象
石
墓

㉒
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

㉓
呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床

㉔
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｂ

㉕
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）

⑴
─
⑻
、
及
び
、
⒃
─
㉑
の
十
四
点
が
後
漢
時
代
、
⑼
─
⑿
、
及
び
、
㉒
─
㉕
の

八
点
が
北
魏
時
代
（
東
魏
、
北
斉
を
含
む
）、
そ
し
て
、
⒀
─
⒂
の
三
点
が
唐
代

の
董
永
図
で
あ
る）（
（

。
紙
幅
の
関
係
上
、
二
十
五
点
の
全
て
を
掲
出
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
中
で
、
近
時
目
睹
し
た
、
幾
つ
か
の
董
永
図
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
⒇
─
㉔
の
五
点
の
董
永
図
で
あ
る
。

　

図
四
は
、
⒇
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
後
漢
董
永
画
象
鏡
（
仮
称
）
に
描
か
れ
た
董

永
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）（
（

。
当
図
は
、
楢
山
満
照
氏
が
始
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
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二
五

の
で）（
（

、
楢
山
氏
に
よ
れ
ば
、
当
「
鏡
は
、
そ
の
製
作
地
を
一
世
紀
後
半
頃
の
長
江

中
流
域
の
楚
地
に
お
お
よ
そ
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（
（（
頁
）
と
さ
れ
る
か
ら
、

現
存
最
古
の
董
永
図
（
ま
た
、
孝
子
伝
図
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
銅
鏡
に
描
か

れ
た
孝
子
伝
図
と
し
て
も
、
極
め
て
珍
し
く
貴
重
な
も
の
と
す
べ
く
、
管
見
に

入
っ
た
遺
品
と
し
て
は
、
村
上
英
二
氏
旧
蔵
（
現
根
津
美
術
館
蔵
）
孝
子
伝
図
画

象
鏡
に
次
ぐ
、
二
例
目
の
遺
品
で
あ
る）（
（

（
当
該
鏡
に
描
か
れ
る
の
は
、
曾
参
、
閔

子
騫
図
の
二
図
で
あ
る
）。
当
図
は
、
画
面
左
に
、
一
輪
車
（
鹿
車
）
に
腰
掛
け

る
董
永
の
父
（
右
向
き
）、
右
に
、
耕
作
す
る
董
永
（
同
）
を
描
い
て
い
る
。
父

は
、
右
手
に
持
っ
た
鳩
杖
を
右
の
肩
に
当
て
、
顔
を
正
面
に
向
け
て
い
る
。
そ
の

父
を
頭
上
か
ら
覆
う
の
が
、
画
面
の
左
端
に
描
か
れ
た
一
本
の
木
で
、
根
元
に
置

か
れ
る
の
は
、
水
を
容
れ
た
用
器
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
董
永
は
、
左
手
に
し
た
鋤

を
斜
め
下
へ
と
構
え
、
父
の
方
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
当
図
を
見
る
と
、
例
え
ば

本
石
床
の
董
永
図
（
図
三
）
と
殆
ど
同
じ
構
図
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
（
図

三
）
が
漢
代
の
董
永
図
の
図
柄
を
、
よ
く
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

図
五
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
臨
沂
市
博
物
館
蔵
の
臨
沂
呉
白
荘
後
漢
画
象
石
墓
、

前
室
東
過
梁
西
面
右
に
描
か
れ
た
董
永
図
で
あ
る）（
（

。
画
面
右
か
ら
左
上
へ
上
部
を

覆
う
大
樹
の
下
に
、
両
手
で
握
っ
た
鳩
杖
を
、
左
の
肩
に
当
て
る
、
董
永
の
父
が

描
か
れ
て
い
る
（
左
向
き
）。
父
の
左
上
、
枝
か
ら
提
が
る
の
は
、
父
の
昼
食
を

容
れ
た
籠
で
あ
ろ
う
。
画
面
右
に
は
、
両
手
に
持
っ
た
鋤
で
左
下
の
地
面
を
耕
す
、

董
永
が
描
か
れ
て
い
る
（
左
向
き
）。
そ
の
董
永
は
、
や
は
り
父
の
方
（
右
）
を

振
り
返
っ
て
い
る
。
当
図
の
特
徴
は
、
冠
を
被
っ
た
董
永
の
両
袖
や
、
父
の
そ
れ

が
大
き
く
宙
を
舞
う
点
で
、
同
様
の
描
写
は
、
例
え
ば
沂
南
北
寨
後
漢
墓
中
室
の

図四　⒇ボストン美術館蔵後漢董永画象鏡



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

二
六

列
士
図
中
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
当
図
は
、
図
三
や
図
四
の
左
右
を
入

れ
替
え
た
形
の
董
永
図
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
構
図
は
、
両
図
と
も
変
わ

り
が
な
い
。

　

図
六
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
、
正
面
右
板
中
央
に
描
か
れ
た

董
永
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
題
記
「
此
是
董
永
看
父
助（
鋤
）時

」）。
題
記
の
右
側

に
、
ほ
ぼ
画
面
の
下
か
ら
上
ま
で
生
え
た
、
大
き
な
銀
杏
の
木
が
立
っ
て
い
て
、

そ
の
右
方
の
木
陰
に
、
台
車
（
三
輪
車
か
）
に
坐
し
た
、
董
永
の
父
が
描
か
れ
る

（
左
向
き
）。
父
は
、
右
手
に
Ｔ
字
の
杖
を
持
ち
、
人
差
指
と
中
指
を
上
げ
（
左

手
も
持
ち
上
げ
て
い
る
）、
微
笑
み
乍
ら
董
永
に
話
し
掛
け
る
如
く
で
あ
る
。
左

の
根
元
に
は
、
取
手
の
あ
る
壷
や
椀
も
見
え
る
。
画
面
左
に
は
、
鋤
を
両
手
に

握
っ
て
斜
め
右
下
の
地
面
に
突
き
、
や
は
り
父
の
方
（
右
）
を
振
り
返
る
、
董
永

が
描
か
れ
て
い
る
（
左
向
き
）。
当
図
は
、
本
図
（
図
三
）
と
、
題
記
が
共
通
す

る
こ
と
に
加
え
（
宛
字
ま
で
同
じ
で
あ
る
）、
左
右
こ
そ
反
転
し
て
い
る
も
の
の
、

殆
ど
同
じ
図
柄
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

最
近
知
ら
れ
る
に
到
っ
た
残
る
二
遺
品
、
㉓
と
㉔
も
同
様
に
、
本
図
（
図
三
）

以
下
と
、
と
て
も
よ
く
似
た
董
永
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
便
宜
的
に
そ
れ
ら
の
両

図
を
、
図
七
、
図
八
と
し
て
併
せ
掲
げ
よ
う
。
図
七
は
、
㉓
呉
氏
蔵
翟
門
生
石
床

の
左
側
板
右
に
描
か
れ
た
董
永
図
（
題
記
「
董
永
看
父
助（
鋤
）与
食
時
）、
図
八
は
、

同
じ
く
㉔
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
Ｂ
の
右
側
板
左
に
描
か
れ
た
董
永
図
を
、
そ
れ
ぞ
れ

示
し
た
も
の
で
あ
る）（（
（

。
図
七
の
題
記
も
、
本
図
（
図
三
）
や
図
五
の
そ
れ
に
似
る

が
、
傍
線
部
「
与
食
」
と
い
う
二
字
の
加
わ
っ
て
い
る
点
が
特
異
で
あ
る）（1
（

。
両
図

は
、
画
面
左
に
、
三
輪
車
に
坐
し
た
、
董
永
の
父
を
描
く
（
右
向
き
）。
左
の
袖

を
上
げ
、
右
手
で
杖
を
突
く
、
両
図
の
父
の
仕
草
は
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

図五　㉑臨沂呉白荘後漢画象石墓（董永）
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二
七

画
面
右
に
、
右
手
に
鋤
を
握
り
、
左
手
を
胸
の
辺
り
へ
上
げ
る
、
董
永
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
（
但
し
、
図
七
で
は
、
董
永
が
鋤
を
右
肩
に
当
て
、

図
八
で
は
、
鋤
の
柄
を
地
面
に
突
い
て
い
る
）。
さ
ら
に
画
面
の
左
の
木
が
、
父

の
上
を
覆
う
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
両
図
の
董
永
が
始
め
か
ら

左
向
き
に
描
か
れ
、
父
を
振
り
返
る
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
（
こ

の
よ
う
な
姿
形
の
董
永
も
、
漢
代
の
四
川
の
董
永
図
〈
⑸
⑹
⑺
な
ど
〉
で
よ
く
見

掛
け
る
）。
一
方
、
両
図
の
相
違
点
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
図
八
の
、
父
と
董
永

と
の
間
に
置
か
れ
た
、
壷
や
そ
の
他
の
食
器
類
が
、
図
七
に
は
見
当
た
ら
ず
、
図

七
で
は
、
画
面
右
端
の
女
性
（
左
向
き
）
が
右
肩
で
棒
に
下
げ
た
、
水
瓶
ら
し
き

も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
点
も
上
げ
ら
れ
よ
う
が
、
図
七
、
図
八
両
図
の

図六　㉒ヴァージニア美術館蔵北魏石床（董永）図七　㉓呉氏蔵翟門生石床（董永）

図八　㉔呉氏蔵董黯石床Ｂ（董永）



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

二
八

最
大
の
相
違
点
と
見
る
べ
き
は
、
図
八
（
及
び
、
上
掲
図
三
以
下
の
董
永
図
）
に

は
、
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
上
述
、
画
面
右
端
に
立
つ
女
性
と
、
父
の
左
に
立
つ
、

双
髻
の
子
供
と
が
、
図
七
に
は
描
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
董
永
図

に
お
い
て
、
例
え
ば
図
七
に
典
型
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
父
と
董
永
本
人
以

外
に
付
加
さ
れ
た
人
物
が
、
こ
れ
ま
で
の
董
永
図
研
究
、
ま
た
、
董
永
物
語
研
究

に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、

少
し
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

三

　

西
野
貞
治
氏
に
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
労
作
が
あ
る）（1
（

。
こ
こ
で

取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
西
野
論
文
の
董
永
図
を
め
ぐ
る
捉
え
方
で
あ
る
。
一
方
、

西
野
氏
に
は
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
名
論
文
も
あ
っ
て）（1
（

、
当
論
攷
は
、
近
代
に
お
け
る
孝
子
伝
研
究
及
び
、
孝
子

伝
図
研
究
を
基
礎
付
け
、
そ
の
方
向
を
決
定
付
け
ら
れ
た
画
期
的
な
も
の
で
、
西

野
氏
の
名
前
は
研
究
史
上
、
不
朽
の
も
の
と
し
て
決
し
て
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
当
論
攷
が
書
か
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
の
こ
と

で
あ
り
、「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」
の
方
は
、
前
年
の
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）

年
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
ち
ら
は
、
当
論
攷
の
準
備
作
業
と
し
て
の
、
意
義

を
持
つ
試
論
の
如
く
思
わ
れ
る
。
そ
の
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」
は
ま
ず
、「
董

永
伝
説
の
う
ち
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
に
捜
神
記
に
見
え
る
次
の
一
条
の
説
話

が
あ
る
」（
（（
頁
）
と
書
出
さ
れ
、
そ
の
口
語
訳
を
掲
げ
た
後
、
武
梁
祠
の
董
永

図
な
ど
の
考
証
へ
進
ま
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
晋
、
干
宝
撰
二
十
巻
本
捜
神
記
一
（（

の
本
文
を
確
認
し
て
か
ら
、
西
野
論
文
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

漢
董
永
、
千
乗
人
。
少
偏
孤
。
与
父
居
、
肆
力
田
畝
、
鹿
車
載
自
随
。
父
亡
、

無
以
葬
、
乃
自
売
為
奴
、
以
供
喪
事
。
主
人
知
其
賢
、
与
銭
一
万
、
遣
之
。

永
行
三
年
喪
畢
、
欲
還
主
人
供
其
奴
職
。
道
逢
一
婦
人
、
曰
、
願
為
子
妻
。

遂
与
之
倶
。
主
人
謂
永
曰
、
以
銭
与
君
矣
。
永
曰
、
蒙
君
之
恵
、
父
喪
収
蔵
。

永
雖
小
人
、
必
欲
服
勤
致
力
、
以
報
厚
徳
。
主
曰
、
婦
人
何
能
。
永
曰
、
能

織
。
主
曰
、
必
爾
者
、
但
令
君
婦
為
我
織
縑
百
疋
。
於
是
永
妻
為
主
人
家
織
、

十
日
而
畢
。
女
出
門
、
謂
永
曰
、
我
天
之
織
女
也
。
縁
君
至
孝
、
天
帝
令
我

助
君
償
債
耳
。
語
畢
、
凌
空
而
去
、
不
知
所
在

右
の
捜
神
記
本
文
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
西
野
氏
も
、「
こ
の
説
話
は
法
苑

珠
林
四
九
に
は
劉
向
孝
子
伝
の
、
太
平
御
覧
四
一
一
に
は
劉
向
孝
子
図
の
引
用
と

し
て
見
え
、
話
は
殆
ん
ど
同
一
で
あ
り
、
或
は
捜
神
記
が
劉
向
孝
子
伝
（
図
）
の

説
話
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
」（
（（
頁
）
と
留
意
さ
れ
た
よ
う
に
、

そ
れ
は
、
六
朝
時
代
の
仮
託
と
言
わ
れ
る
、
劉
向
孝
子
伝
（
図
）
を
引
い
た
も
の

と
、
見
做
す
べ
き
本
文
に
外
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
例
え
ば
後
漢
時
代

に
制
作
さ
れ
た
武
梁
祠
の
董
永
図
（
後
掲
図
九
）
の
解
釈
に
、
仮
託
の
劉
向
孝
子

図
（
伝
）
を
用
い
る
こ
と
は
通
常
、
不
適
と
す
べ
き
問
題
が
、
そ
も
そ
も
そ
こ
に

は
横
た
わ
っ
て
い
る
。
西
野
氏
が
考
証
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
上
掲
⑴
─
㉕
に

お
け
る
⑴
、
⑼
、
⑽
の
三
点
の
董
永
図
で
あ
る
が
、
氏
は
、
そ
の
三
図
の
掲
出
を

省
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
論
点
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
論
文
の
引
用
に
先
立
っ
て
、
そ
の
三
図
を
示
し
て
お
く
。
図
九

は
、
⑴
武
梁
祠
三
石
（
右
か
ら
三
番
）
に
描
か
れ
た
董
永
図）（1
（

、
図
十
は
、
⑽
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
右
側
上
段
に
、
図
十
一
は
、
⑼
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
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図十一　⑼ネルソン・アトキンズ美術館蔵北魏石棺（董永）

図九　⑴武梁祠画象石（董永）

図十　⑽ボストン美術館蔵北魏石室（董永）



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

三
〇

ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
左
幫
右
に
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
董
永
図
を
掲
げ
た
も
の

で
あ
る）（1
（

。

　

さ
て
、
西
野
氏
は
清
、
瞿
中
溶
の
『
漢
武
梁
祠
画
像
攷
』（
道
元
五
〈
一
八
二

五
〉
年
序
）
五
に
記
さ
れ
た
、
図
九
の
考
証
の
口
語
訳
を
掲
げ
た
後
、
図
九
以
下

の
三
図
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
論
じ
ら
れ
た
。

こ
の
構
図
は
孝
子
伝
の
、
董
永
が
父
を
鹿
車
に
の
せ
て
田
に
伴
ひ
孝
養
を
尽

す
様
子
を
示
す
も
の
で
、
董
永
が
竹
筒
の
蓋
を
と
る
姿
勢
を
し
て
ゐ
る
の
は
、

蓋
し
そ
の
竹
筒
は
絹
布
を
入
れ
る
器
で
あ
り
、
織
つ
た
縑
が
予
定
量
に
達
し

た
事
を
示
す
も
の
で
、
上
に
飛
行
の
一
人
こ
そ
、
そ
の
任
務
を
終
へ
て
ま
さ

に
天
上
に
か
へ
ら
ん
と
す
る
天
の
織
女
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
時
間
的
に
前

後
の
関
係
に
あ
る
二
の
場
面
を
一
図
に
ま
と
め
て
構
図
し
た
も
の
で
あ
ら
う

と
仮
定
し
よ
う
。
瞿
仲
〔
中
〕溶
が
四
足
有
尾
の
獣
が
董
永
の
左
上
の
空
処
に
あ
る

の
を
点
綴
さ
れ
た
も
の
、
即
ち
構
図
を
引
立
て
る
為
の
も
の
で
説
話
に
何
等

役
割
を
持
た
ぬ
も
の
と
見
た
の
は
正
し
い
。
武
梁
祠
の
画
像
石
で
は
獣
や
鳥

が
図
の
空
処
を
う
め
て
構
図
を
引
立
て
て
ゐ
る
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
し

か
し
樹
の
右
に
一
小
児
の
援
援
し
て
上
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は
一
体
何
を
示

す
の
か
。
孝
子
伝
に
記
載
さ
れ
な
か
つ
た
伝
承
で
、
或
は
こ
の
小
説
に
関
す

る
も
の
も
あ
る
の
で
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
疑
問
が
生
ず
る
。
魏
の
曹
植
の
霊

芝
篇
（
宋
書
巻
二
十
二
楽
志
四
に
引
か
れ
る
）
に
見
え
る
「
董
永
は
家
の
貧

し
き
に
遭
ひ
、
父
老
ひ
て
財
の
遺
れ
る
な
く
、
挙
て
仮
り
て
以
て
養
に
供
へ
、

傭
は
れ
作
つ
て
甘
肥
を
致
せ
り
、
責
家
は
門
を
填
め
て
至
る
も
、
知
ら
ず
何

を
以
て
帰
さ
ん
か
は
、
天
霊
徳
の
至
れ
る
に
感
じ
て
、
神
女
為
め
に
機
を
乗
〔
秉
〕

れ
り
」
と
い
ふ
一
筋
か
ら
は
孝
子
伝
に
見
え
る
説
話
と
か
な
り
趣
の
異
つ
た

伝
説
が
あ
つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
傭
作
と
は
漢
書
匡
衡
伝
の
王
先
謙
の

補
注
に
よ
れ
ば
庸
保
と
な
つ
て
雑
作
す
る
こ
と
で
、
言
ひ
か
え
れ
ば
小
作
人

で
あ
る
。
又
責
家
の
責
は
債
に
通
ず
る
。
即
ち
父
に
孝
養
を
つ
く
す
為
に
人

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
融
通
を
受
け
た
が
、
や
が
て
そ
の
督
促
に
耐
へ
切
れ
ず
困

惑
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
天
帝
が
彼
の
孝
徳
に
感
じ
ら
れ
て
、
神
女
を
下
し
機

を
織
ら
せ
て
彼
の
負
債
償
却
を
た
す
け
た
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
孝
子
伝
に

見
え
た
父
の
葬
を
行
ふ
た
め
に
身
を
奴
に
売
つ
た
と
い
ふ
表
現
は
全
く
見
ら

れ
な
い
…
…
小
説
の
文
と
異
つ
て
叙
情
を
主
と
す
る
詩
で
は
、
叙
情
の
ピ
ー

ク
と
見
ら
れ
る
所
の
み
を
詠
ん
だ
と
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
で
は
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
や
う
な
異
つ
た
伝
承
の
存
在
を
裏
付
け
る
資
料
が
ボ
ス

ト
ン
美
術
博
物
館
の
北
魏
画
像
石
の
「
董
永
看
父
助
時
」
と
題
さ
れ
た
画
像

に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
構
図
は
左
右
二
部
に
分
れ
、
右
図
は
田
に
出
て
働
く

男
女
、
右
に
董
永
左
に
そ
の
仕
事
を
助
け
る
、
お
そ
ら
く
天
の
織
女
が
描
か

れ
、
二
人
共
に
農
具
を
手
に
し
て
相
語
る
貌
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
女

は
董
永
と
異
つ
て
袖
の
長
い
衣
を
着
て
、
頭
に
は
口
を
か
か
げ
て
両
翅
を
の

べ
た
帽
所
謂
「
鳳
度
三
橋
」（
南
斉
書
五
行
志
、
南
史
斉
本
記
に
見
え
る
）

の
帽
を
冠
つ
て
る
。
左
の
図
は
、
仕
事
を
終
り
父
を
載
せ
た
鹿
軍
を
董
永
が

曳
い
て
家
に
帰
る
図
で
あ
る
が
、
そ
の
車
の
横
に
は
右
図
に
見
え
た
女
が
、

華
蓋
を
捧
げ
て
父
に
き
せ
か
け
て
ゐ
る
。
そ
の
若
い
女
な
る
こ
と
は
大
き
な

双
髻
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
双
髻
は
男
の
幼
児
並
に
年
若
き
婦
女
に
の
み
見
ら

れ
る
髪
型
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
董
永
が
父
を
い
た
は
り
つ
つ
農
耕
に
は
げ
む

所
へ
、
女
が
現
れ
て
求
婚
し
、
共
に
家
に
帰
る
伝
承
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
画
像
の
外
に
も
、
同
じ
く
米
国
の
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
の
ネ
ル
ソ
ン
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美
術
館
の
北
魏
の
石
棺
に
見
え
る
「
□
子
董
永
」
と
題
す
る
画
像
が
あ
る
。

こ
れ
も
左
右
二
部
か
ら
な
り
、
左
は
董
永
が
鹿
車
を
と
ど
め
て
父
を
や
す
ま

せ
仕
事
に
か
か
ら
う
と
す
る
所
を
描
き
、
右
は
そ
の
仕
事
の
場
に
天
女
が
降

つ
て
求
婚
す
る
図
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
天
女
を
表
す
為
、
女
は
後
に

ひ
ら
ひ
ら
と
な
び
く
領
布
を
着
け
、
足
の
部
分
が
見
え
ず
、
又
織
女
を
示
す

織
機
の
一
部
に
見
ら
れ
る
軸
状
器
具
を
手
に
し
て
ゐ
る
。
こ
の
二
人
相
対
す

る
姿
勢
を
、
先
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
博
物
館
の
画
像
に
比
す
れ
ば
、
更
に
象
徴

的
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
補
ひ
得
る
と
思
ふ
。
こ
の
二
の
画
像
か
ら
、
又
特

に
ボ
ス
ト
ン
美
術
博
物
館
の
そ
れ
は
、「
父
を
看
て
助タ
ガ
ヤす

時
」
と
の
題
記
か

ら
も
、
董
永
の
父
の
生
存
中
に
天
の
織
女
が
天
降
つ
て
そ
の
孝
を
た
す
け
た

事
を
意
味
す
る
に
違
な
い
。
か
く
見
れ
ば
、
武
梁
祠
画
像
石
に
つ
い
て
、
説

話
の
時
間
的
に
前
後
の
関
係
に
あ
る
二
の
場
面
を
一
図
に
ま
と
め
て
構
図
し

た
と
い
ふ
先
の
仮
定
は
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
霊
芝
篇
の
作
者
曹
植
は
武
梁
祠

石
室
成
立
と
は
左
程
は
な
れ
た
時
期
の
人
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
こ
の
見
方

の
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。
中
国
古
代
に
於
い
て
祖
先
祭
祀
の
鄭
重
な
り
し

こ
と
は
礼
記
の
諸
篇
に
委
し
く
伺
は
れ
る
。
畢
竟
そ
れ
は
家
族
制
度
を
鞏
固

に
維
持
せ
ん
が
為
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
実
行
基
準
と
し
て
孝
道
の

徳
目
が
掲
げ
ら
れ
、
漢
の
武
帝
が
儒
教
を
国
教
と
し
て
定
立
し
て
以
来
、
孝

道
が
殊
に
宣
揚
せ
ら
れ
た
。
孝
経
も
か
か
る
社
会
的
背
景
の
下
に
西
漢
の
末

期
か
ら
強
調
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
社
会
的
風
潮
は
漢
魏
六
朝

に
亘
つ
て
盛
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
間
に
童
蒙
の
訓
育
と
庶
民
の
教
化
に
資
す

る
目
的
を
も
つ
て
編
纂
さ
れ
た
孝
子
伝
の
説
話
が
、
在
来
の
素
樸
な
伝
説
に

か
な
り
の
誇
張
や
補
填
が
あ
つ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
董
永
の
説
話
に
し
て

も
、
元
来
は
霊
芝
篇
に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
董
永
が
父
に
孝
養
を
つ
く
す
為

に
起
き
た
借
財
の
為
に
困
苦
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
天
か
ら
織
女
が
降
つ
て
機

織
に
よ
つ
て
借
財
償
却
を
助
け
た
と
い
ふ
伝
説
が
あ
つ
た
も
の
を
、
そ
の
孝

行
を
誇
張
す
る
為
に
織
女
下
降
の
原
因
と
し
て
父
の
歿
後
葬
式
の
費
用
に
困

つ
て
身
を
奴
に
売
つ
て
そ
の
葬
式
を
終
へ
た
と
い
ふ
孝
行
実
施
に
伴
ふ
困
難

さ
を
誇
張
し
補
填
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
誇
張
し
補
填
さ
れ

た
伝
承
と
元
来
の
伝
承
と
の
二
の
伝
承
が
あ
る
時
期
に
は
並
ん
で
伝
は
つ
た

が
、
や
が
て
元
の
型
の
も
の
が
失
は
れ
た
も
の
と
思
ふ
（
（（
─
（（
頁
）

先
に
述
べ
た
通
り
、
西
野
論
文
は
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
も
の
で
、
当
時

知
ら
れ
た
董
永
図
は
、
確
か
に
⑴
、
⑼
、
⑽
の
纔
か
三
図
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
を
読
む
必
要
が
あ
る
。
西
野
説
で
ま
ず
問
題
と
す
べ
き

は
、
図
九
の
画
面
左
、
董
永
が
右
手
に
持
つ
も
の
、
及
び
、
そ
の
下
の
四
角
い
図

像
に
つ
い
て
、「
董
永
が
竹
筒
の
蓋
を
と
る
姿
勢
を
し
て
ゐ
る
の
は
、
蓋
し
そ
の

竹
筒
は
絹
布
を
入
れ
る
器
で
あ
り
、
織
つ
た
縑
が
予
定
量
に
達
し
た
事
を
示
す
も

の
で
」（
（（
頁
）
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
瞿
中
溶
の
、
董
永
の
「
其
前

左
地
上
、
有
一
器
、
如
竹
笥
」
を
受
け
る
説
だ
が
、
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
董

永
が
竹
筒
の
蓋
を
手
に
取
る
よ
う
な
、
董
永
図
と
い
う
も
の
は
目
下
、
一
図
も
存

在
せ
ず
、
董
永
が
手
に
す
る
の
は
、
決
ま
っ
て
鋤
だ
か
ら
で
あ
る
。
図
九
の
そ
れ

も
鋤
の
一
種
と
見
る
べ
く
、
竹
筒
（
竹
笥
）
と
さ
れ
た
の
は
、
木
の
切
株
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
問
題
な
の
は
、
西
野
氏
が
続
け
て
図
九
、
董
永
の
右
上

の
飛
人
（
飛
天
）
を
差
し
て
、「
上
に
飛
行
の
一
人
こ
そ
、
そ
の
任
務
を
終
へ
て

ま
さ
に
天
上
に
か
へ
ら
ん
と
す
る
天
の
織
女
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
時
間
的
に
前

後
の
関
係
に
あ
る
二
の
場
面
を
一
図
に
ま
と
め
て
構
図
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
仮



華
厦
石
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蔵
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黒
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彰
）

三
二

定
し
よ
う
」（
（（
頁
）
と
の
、
仮
説
へ
と
進
む
た
め
の
、
そ
れ
（
絹
の
入
っ
た
竹

筒
）
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
氏
の
そ
の
仮
定
と
は
、
画
面
上
の
飛

人
を
董
永
の
妻
と
な
っ
た
織
女
と
見
、
図
九
を
言
わ
ば
異
時
同
図
と
捉
え
る
説
だ

が
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
そ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
図
九
の
飛
人
は
、
そ
の
左
の

飛
獣
と
同
様
、
図
像
の
基
づ
く
物
語
と
は
無
関
係
の
、
画
象
上
の
修
飾
物
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
で
ま
た
触
れ
る
が
、
問
題
が
深
刻
な
の
は
、

言
わ
ば
西
野
氏
の
仮
定
が
武
梁
祠
画
象
の
研
究
史
的
に
、
ま
ず
近
代
の
容
庚
氏
へ

受
容
さ
れ
（『
漢
武
梁
祠
画
象
録
』「
漢
武
梁
祠
画
像
考
釈
」
六
〈
（（
丁
裏
〉）、
さ

ら
に
現
在
の
長
廣
敏
雄
氏
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）（1
（

（
同
氏
編
『
漢
代

画
象
の
研
究
』
二
部
「
武
梁
石
室
画
象
の
図
象
学
的
研
究
」
（（
董
永
〈
（0
頁
〉）。

さ
ら
に
西
野
氏
は
、
武
梁
祠
の
董
永
図
に
関
し
も
う
一
点
、
極
め
て
重
要
な
問
題

を
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
し
か
し
樹
の
右
に
一
小
児
の
援
援
し
て
上
ら

ん
と
欲
す
る
も
の
は
一
体
何
を
示
す
の
か
。
孝
子
伝
に
記
載
さ
れ
な
か
つ
た
伝
承

で
、
或
は
こ
の
小
説
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
疑
問
が
生

ず
る
」（
（（
頁
）
と
い
う
、
図
九
右
端
に
見
え
る
、
木
に
片
足
を
掛
け
た
小
人
物

に
つ
い
て
の
疑
問
で
あ
る
（
後
述
）。

　

次
に
、
西
野
氏
は
魏
曹
植
の
霊
芝
篇
の
一
節
、

董
永
遭
家
貧
、
父
老
財
無
遺
。
挙
仮
以
供
養
、
傭
作
致
甘
肥
。
責
家
填
門
至
、

不
知
何
用
帰
。
天
霊
感
至
徳
、
神
女
為
秉
機

を
引
用
し
て
、
そ
れ
を
孝
子
伝
（
捜
神
記
）
と
は
「
異
な
つ
た
伝
承
」（
（（
頁
）

と
捉
え
ら
れ
た
。
即
ち
、
霊
芝
篇
に
は
父
の
死
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
な
い
か
ら
、

そ
れ
は
董
永
と
織
女
と
の
出
会
い
を
、
父
の
生
前
の
こ
と
と
す
る
、
物
語
の
異
伝

で
あ
ろ
う
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
証
拠
と
し
て
西
野
氏
の
上

げ
ら
れ
た
の
が
、
図
十
及
び
、
図
十
一
の
董
永
図
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
図

十
に
対
す
る
、
氏
の
捉
え
方
を
見
て
お
こ
う
。
氏
は
図
十
を
、
中
央
の
木
（
銀

杏
）
に
よ
っ
て
、
右
図
と
左
図
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
右
図
の
登
場
人
物
は
、

右
か
ら
董
永
と
「
そ
の
仕
事
を
助
け
る
、
お
そ
ら
く
天
の
織
女
」（
（（
頁
）
で
あ

る
と
述
べ
、
右
図
は
、「
二
人
共
農
具
を
手
に
し
て
相
語
る
」（
（（
頁
）
場
面
を
表

わ
す
も
の
と
さ
れ
る
。
次
い
で
、
左
図
の
登
場
人
物
は
右
か
ら
、
鹿
車
に
乗
る
父

（
下
）
と
織
女
（
上
）、
車
を
引
く
董
永
と
認
定
し
、
そ
の
織
女
の
動
作
に
つ
い

て
は
、「
車
の
横
に
は
右
図
に
見
え
た
女
が
、
華
蓋
を
捧
げ
て
父
に
き
せ
か
け
て

い
る
」（
（0
頁
）
と
説
明
し
て
、
そ
の
左
図
は
、
三
人
が
「
仕
事
を
終
り
」「
家
に

帰
る
図
」（
（0
頁
）
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
両
図
か
ら
成
る
図

十
は
、「
こ
れ
は
董
永
が
父
を
い
た
は
り
つ
つ
農
耕
に
は
げ
む
所
へ
、
女
が
現
れ

て
求
婚
し
〔
右
図
〕、
共
に
家
に
帰
る
〔
左
図
〕
伝
承
を
表
す
も
の
で
あ
る
」（
（0

頁
）
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
図
十
に
関
す
る
、
そ
の
よ
う
な
西
野
説
を

補
強
す
る
、
例
と
さ
れ
た
の
が
図
十
一
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
図
十
一
も
図
十
と
同

様
に
右
図
と
左
図
と
に
分
け
、
ま
ず
左
図
を
、「
董
永
が
鹿
車
を
と
ど
め
て
父
を

や
す
ま
せ
仕
事
に
か
か
ら
う
と
す
る
」（
（0
頁
）
場
面
、
次
い
で
右
図
を
、「
そ
の

仕
事
の
場
に
天
女
が
降
つ
て
求
婚
す
る
」（
（0
頁
）
場
面
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、

氏
は
改
め
て
図
十
に
つ
い
て
、「
董
永
の
父
の
生
存
中
に
天
の
織
女
が
天
降
つ
て

そ
の
孝
を
た
す
け
た
事
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
」（
（0
頁
）
こ
と
を
確
認
し
、

霊
芝
篇
を
根
拠
と
し
て
、
図
十
（
図
十
一
）
の
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
に
関
し
、

元
来
は
霊
芝
篇
に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
董
永
が
父
に
孝
養
を
つ
く
す
為
に
起

き
た
借
財
の
為
に
困
苦
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
天
か
ら
織
女
が
降
つ
て
機
織
に

よ
つ
て
借
財
償
却
を
助
け
た
と
い
ふ
伝
説
が
あ
つ
た
（
（0
、
（（
頁
）
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と
述
べ
て
、
そ
れ
を
董
永
物
語
の
元
型
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
例
え

ば
劉
向
孝
子
伝
（
図
。
ま
た
、
捜
神
記
）
等
、
父
の
死
を
挿
む
、
所
謂
孝
子
伝
の

そ
れ
は
、

そ
の
孝
行
を
誇
張
す
る
為
に
織
女
下
降
の
原
因
と
し
て
父
の
歿
後
葬
式
の
費

用
に
困
つ
て
身
を
奴
に
売
つ
て
そ
の
葬
式
を
終
へ
た
と
い
ふ
孝
行
実
施
に
伴

ふ
困
難
さ
を
誇
張
し
補
填
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
（
（（
頁
）

と
し
て
、
上
記
の
元
型
に
対
し
、
孝
の
誇
張
の
た
め
に
父
の
死
を
補
填
し
た
、
言

わ
ば
二
次
的
な
産
物
に
過
ぎ
な
い
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

現
在
の
状
況
は
、

こ
の
誇
張
し
補
填
さ
れ
た
伝
承
と
元
来
の
伝
承
と
の
二
つ
の
伝
承
が
あ
る
時

期
に
は
並
ん
で
伝
は
つ
た
が
、
や
が
て
元
の
型
の
も
の
が
失
は
れ
た
も
の
と

思
ふ
（
（（
頁
）

と
し
て
、
元
型
の
伝
承
は
、
滅
び
て
伝
わ
ら
な
い
状
況
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
図
十
、
図
十
一
を
め
ぐ
る
西
野
説
の
概
略
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
氏
の
説
を

少
し
批
判
し
て
み
よ
う
。

四

　

ま
ず
西
野
説
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
図
十
、
図
十
一
の
解
釈
の
裏
付
け
と

さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
、
霊
芝
篇
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
董
永
の
物
語
を
叙
述

し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
決
し
て
な
く
、
虞
舜
、
伯
瑜
、
丁
蘭
、
董
永
の
こ
と
を
詠
ん

だ
詩
文
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
董
永
に
関
し
、
五
言
の
八
句
を
用
い
て
は
い
る
が

（
丁
蘭
も
同
じ
。
他
は
四
句
）、
そ
の
八
句
は
、
虞
舜
以
下
と
同
様
、
物
語
の
全

て
を
表
わ
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
曹
植
の
踏
ま
え
た
董
永
物
語
に
、

父
の
死
の
件
り
が
な
か
っ
た
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
し
、
む
し
ろ
詩
句
と
し
て
の
性

格
上
、
周
知
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
こ
と
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
、
と
見
る
方
が

自
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
霊
芝
篇
を
根
拠
と
す
る
西
野
説
は
、
成
り
立
た
な
い
と

思
わ
れ
る
。
で
は
、
図
十
、
図
十
一
は
、
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
。
確
か
に
孝

子
伝
図
は
、
そ
の
解
釈
が
難
し
い
。
特
に
孝
子
伝
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
無
関
係
な
人

物
や
事
物
が
、
当
該
図
像
の
中
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
取
り
扱

い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。
取
り
分
け
そ
れ
ら
に
付
き
過
ぎ
る
こ
と

に
よ
る
、
解
釈
の
ミ
ス
リ
ー
ド
に
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
陽
明
本

孝
子
伝
に
よ
っ
て
、
図
十
を
解
釈
し
て
み
る
と
、
ま
ず
そ
れ
は
、
左
右
の
二
図
で

は
あ
り
得
ず
、
右
か
ら
一
人
目
の
、
鋤
を
両
手
に
握
っ
て
上
に
向
け
、
左
へ
振
り

返
る
人
物
（
右
向
き
）
が
董
永
で
あ
る
。
そ
し
て
、
画
面
左
、
右
手
で
杖
を
突
き
、

車
に
坐
る
人
物
が
父
と
な
る
。
中
央
の
木
の
役
割
は
、
場
面
を
分
け
る
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
父
に
木
陰
を
提
供
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
人
物

は
全
て
、
物
語
と
は
無
関
係
で
、
修
飾
的
に
描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
野
説
の
難
点
は
、
図
十
の
右
か
ら
一
人
目
を
董
永
と
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
図

十
左
端
の
車
を
引
く
人
物
も
董
永
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
右
の
董
永
の
頭
や
服
装

は
、
左
端
の
人
物
の
そ
れ
ら
と
一
致
せ
ず
、
左
端
の
人
物
を
董
永
と
見
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
図
十
一
を
め
ぐ
る
西
野
説
に
も
、
同
じ
難
点
が
指
摘
さ
れ

る
。
左
か
ら
二
人
目
を
董
永
と
し
、
三
人
目
も
董
永
と
す
る
が
、
二
人
目
の
董
永

は
、
頭
巾
を
顎
紐
で
結
ん
で
顎
髭
を
生
や
す
が
、
三
人
目
に
は
そ
れ
ら
が
な
い
。

だ
か
ら
、
そ
の
三
人
目
も
董
永
と
は
見
難
く
、
図
十
一
は
詮
ず
る
所
、
画
面
に
左

半
に
、
鹿
車
に
坐
る
父
と
、
父
の
方
へ
振
り
返
る
董
永
を
描
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

三
四

そ
し
て
、
画
面
右
半
は
、
修
飾
的
に
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、
図
十
一

右
端
の
女
性
を
織
女
と
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
物
語
の
後
の
展
開
を
暗
示
す

べ
く
付
加
さ
れ
た
、
一
種
の
異
時
同
図
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図

十
、
図
十
一
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
図
像
か
ら
、
例
え
ば
父
の
生
前
に

董
永
の
許
へ
、
織
女
が
天
降
る
と
い
う
内
容
の
、
未
見
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
証

明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
物
語
と
無
関
係
の
、
図
像
の
付
加
的
要
素
に

囚
わ
れ
過
ぎ
る
と
、
盥
の
水
と
一
緒
に
赤
子
ま
で
、
流
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　

話
は
前
後
す
る
が
、
図
九
左
上
の
「
ま
さ
に
天
上
に
か
へ
ら
ん
と
す
る
天
の
織

女
」（
（（
頁
）、
及
び
、
図
九
右
端
の
「
一
小
児
」（
（（
頁
）
を
指
摘
し
て
、
図
九

を
一
種
の
異
時
同
図
と
仮
定
し
た
西
野
氏
は
、
霊
芝
篇
と
図
十
、
図
十
一
か
ら
、

そ
れ
ら
は
「
董
永
の
父
の
生
存
中
に
天
の
織
女
が
天
降
つ
て
そ
の
孝
を
た
す
け
た

事
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
」（
（0
頁
）
と
し
て
、
そ
れ
を
物
語
の
元
型
に
措
定

し
た
上
で
、「
か
く
見
れ
ば
、
武
梁
祠
画
像
石
〔
図
九
〕
に
つ
い
て
、
説
話
の
時

間
的
に
前
後
の
関
係
に
あ
る
二
の
場
面
を
一
図
に
ま
と
め
て
構
図
し
た
と
い
ふ
先

の
仮
定
は
、
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
（0
頁
）
と
述
べ
て
、
図
九
も
ま
た
、
失
わ
れ

た
元
型
の
物
語
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敦
煌
本

董
永
変
文
（
Ｓ
二
二
〇
四
）
の
中
に
、「
天
女
と
董
永
と
の
間
に
出
来
た
董
仲
」

（
（（
頁
）
が
登
場
す
る
こ
と
を
、
指
摘
さ
れ
た
西
野
氏
は
、「
孝
子
伝
に
於
て
は

董
永
の
孝
行
が
説
話
の
主
要
な
部
分
で
あ
つ
た
が
、
変
文
で
は
そ
れ
と
共
に
、
彼

に
見
え
な
か
つ
た
天
女
と
董
永
と
の
間
に
出
来
た
董
仲
が
母
を
求
め
る
苦
心
譚
が

そ
の
最
も
生
彩
あ
る
部
分
を
な
し
て
い
る
」（
（（
頁
）
以
下
、
そ
れ
と
田
崑
崙
説

話
（
敦
煌
本
句
道
興
捜
神
記
所
収
）
と
の
関
連
の
検
討
を
通
じ
、
董
永
変
文
成
立

の
背
景
に
お
い
て
も
、「
矢
張
り
古
い
伝
説
が
中
核
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
」（
（（

頁
）
を
措
定
し
て
上
記
、
図
九
右
端
に
描
か
れ
た
一
小
児
に
つ
い
て
、

そ
し
て
若
し
此
の
推
測
が
正
し
い
な
ら
ば
先
に
あ
げ
た
、
武
梁
祠
画
像
石
に

見
え
る
樹
の
右
に
一
小
児
の
攀
援
し
て
上
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
の
あ
る
の
は
、

孝
子
伝
に
見
え
ぬ
も
の
で
小
児
に
関
す
る
伝
承
が
あ
る
の
で
な
か
ら
う
か
と

い
ふ
先
に
あ
げ
た
疑
問
が
解
決
さ
れ
て
、
董
永
と
天
女
の
間
に
董
仲
と
い
ふ

子
の
あ
つ
た
伝
承
を
後
漢
ま
で
引
上
げ
得
る
の
で
あ
る
」（
（（
頁
）

と
結
論
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
西
野
説
も
大
変
興
味
深
い
も
の
で
、
先
の

説
と
併
せ
、
例
え
ば
図
九
の
飛
人
（
左
上
）、
小
児
（
右
端
）
を
織
女
、
董
仲
と

捉
え
る
こ
と
を
、
可
能
と
す
る
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
そ
の
西
野
説

を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
近
時
、
そ
の
こ
と
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
董
永
図
も
出
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
図
十
二
は
、
⑶
泰
安
大
汶
口
後
漢
画
象
石
墓
の
董

永
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）（1
（

。
画
面
右
が
趙
苟
図
、
左
が
董
永
図
で
（
題
記
が
入

れ
替
わ
り
、
し
か
も
董
永
図
の
題
記
を
丁
蘭
図
の
そ
れ
と
取
り
違
え
て
い
る
）、

そ
の
董
永
図
を
見
る
と
、
車
の
左
に
子
供
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
図
の
子
供
は
、

聊
か
抽
象
的
な
武
梁
祠
の
小
児
（
図
九
）
に
較
べ
、
よ
り
明
確
な
董
仲
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
西
野
説
を
強
力
に
裏
付
け
る
資
料
と

も
思
え
る
が
、
当
図
の
子
供
は
、
本
当
に
董
仲
な
の
だ
ろ
う
か
。
当
図
は
、
図
九

の
左
右
を
反
転
さ
せ
て
は
い
る
が
、
図
九
と
の
共
通
性
が
非
常
に
高
く
、
例
え
ば

画
面
の
上
部
に
、
飛
人
を
配
す
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
九
の

飛
人
は
一
人
で
、
そ
れ
を
織
女
と
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
に
対
し
、
当
図
の
飛
人

は
三
人
で
、
そ
れ
を
織
女
と
見
る
こ
と
は
、
到
底
無
理
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
当

図
の
子
供
に
関
し
て
も
、
そ
れ
を
董
仲
と
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
そ
し
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三
五

て
、
図
十
や
図
十
一
を
め
ぐ
る

西
野
説
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、

当
図
や
図
九
に
お
け
る
登
場
人

物
の
解
釈
も
、
単
純
に
董
永
と

そ
の
父
以
外
は
、
物
語
に
無
関

係
な
修
飾
と
捉
え
る
の
が
穏
当

か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
武
梁
祠
の
董
永
図
（
図

九
）
の
織
女
（
左
上
）
と
董
仲

（
右
端
）
の
考
証
を
支
え
る
、

西
野
論
文
の
理
論
的
な
組
み
立

て
が
余
り
堅
固
で
な
く
、
そ
こ

に
一
定
の
危
う
さ
を
感
じ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
危
う

さ
と
は
、
ま
ず
織
女
の
認
定
に
、

図
十
、
図
十
一
の
女
性
像
を
援

用
し
、
そ
こ
へ
半
ば
強
引
に
霊

芝
篇
を
引
用
す
る
形
で
、
言
わ

ば
図
像
に
テ
キ
ス
ト
を
合
わ
せ

る
か
の
如
く
、
幻
の
物
語
の
元

型
が
措
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

仮
定
的
な
そ
れ
が
図
十
、
図
十

一
を
通
し
て
、
武
梁
祠
の
織
女

（
図
九
）
を
証
明
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
循
環
論
的
な
手
法
に
よ
っ
て
、
織
女
が

証
明
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
西
野
説
が
そ
こ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
仮
説
の
出
来
映

え
に
よ
る
氏
の
手
法
に
、
何
も
問
題
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
董
仲
の
認
定
に
は
、

も
う
一
段
の
仮
定
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
董
永
変
文
と
、
田
崑
崙
説
話
な

ど
と
の
対
比
を
通
じ
た
、
変
文
の
中
核
を
な
す
筈
の
古
い
伝
説
の
措
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
措
定
に
よ
り
、
図
九
の
董
仲
が
漸
く
証
明
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

か
く
考
え
る
と
、
織
女
と
董
仲
と
で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
仮
定
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
、
武
梁
祠
の
董
永
図
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
織
女
と
董
仲
の
証
明
に
は
、

仮
定
の
上
に
仮
定
を
重
ね
る
、
二
重
の
仮
定
が
要
件
化
さ
れ
て
い
る
。
上
記
西
野

論
文
に
お
け
る
、
理
論
的
な
組
立
て
の
危
う
さ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
差
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
野
説
の
無
理
を
避
け
る
な
ら
目
下
の
所
、
例
え
ば
陽
明
本

孝
子
伝
の
本
文
を
基
本
に
据
え
る
、
よ
り
穏
当
な
考
察
か
ら
研
究
を
進
め
る
し
か
、

方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

西
野
氏
は
、
上
掲
引
用
の
後
、
さ
ら
に
董
永
遇
仙
伝
（
清
平
山
堂
話
本
、
両
窓

集
上
所
収
）
な
ど
、
中
国
俗
文
学
に
お
け
る
、
董
永
物
語
流
伝
の
跡
を
追
わ
れ
た

が
）
（1
（

、
そ
れ
は
当
時
最
先
端
の
研
究
水
準
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
価
値
は
現
在
に

あ
っ
て
、
な
お
毫
も
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
例
を
上
げ
よ
う
。
図
十
三
は
、

渋
川
版
御
伽
草
子
の
二
十
四
孝
、
董
永
の
挿
絵
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
当
書
は
、

二
十
四
孝
テ
キ
ス
ト
の
一
流
、
全
相
二
十
四
孝
詩
選
系
の
そ
れ
を
忠
実
に
和
訳
し

た
体
の
作
品
だ
が
、
図
十
三
は
、
董
永
の
妻
即
ち
、
織
女
が
雲
に
乗
っ
て
昇
天
す

る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
画
面
左
か
ら
董
永
、
董
仲
、
雲
上
の
織
女
（
及
び
、

迎
え
の
天
女
二
人
）
が
登
場
す
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
董

仲
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト
本
文
中
に
は
、
董
仲
に

図十二　⑶泰安大汶口後漢画象石墓（董永）



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

三
六

関
す
る
言
及
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
西
野
氏
が
追
究
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
は
、
こ

の
よ
う
な
事
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
か
つ
て
李
国
棟
氏
が
、
董
永
物
語
の
改
編

仮
定
を
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
、

　
　

発
端
─
展
開
─
結
末

と
い
う
三
つ
の
段
階
を
設
け
ら
れ
た）12
（

。
氏
の
分
析
は
、
西
野
氏
が
追
尋
さ
れ
た

テ
ー
マ
を
、
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
可
能
性
が
高
く
、
な
お
氏
に
よ
る
今
後
の
研
究

の
進
展
に
期
待
し
た
い
。
さ
て
、
氏
が
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
孝
子
伝

（
劉
向
孝
子
伝
〈
図
〉、
捜
神
記
）
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
面
正
し
い
。
し

か
し
、
劉
向
孝
子
伝
（
図
。
捜
神
記
）
の
本
文
に
は
、
例
え
ば
「
一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔
色
」（
陽
明
本
）
の
一
節
が
な
く
、
武
梁
祠
（
図
九
）
以
下
の
董
永
図
を
、

説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
が
、
極
め
て
古
い
事
実
の

一
証
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
翻
っ
て
考
え
て
み
た
い
の
が
、
図
三
出
現
の
意
義
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
近
時
の
本
図
（
図
三
）
や
図
六
（
㉒
）、
図
八
㉔
な
ど
、
北
魏
時
代
の

董
永
図
は
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
図
像
内
容
を
持
ち
、
ま
た
、
そ
れ
を
特
徴
と
す

る
が
、
一
方
、
そ
の
特
徴
は
、
図
四
（
⒇
）、
図
五
（
㉑
）
等
に
見
る
如
く
、
優

に
漢
代
に
溯
る
も
の
で
あ
る
（
四
川
に
お
け
る
⑸
⑹
⑺
⒃
⒄
⒅
等
も
同
じ
）。
中

で
も
、
図
四
（
⒇
）
は
、
最
古
と
目
し
得
る
董
永
図
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
そ

も
そ
も
本
来
の
董
永
図
と
は
、
ど
の
よ
う
な
図
像
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
基
と
な
っ
た
物
語
テ
キ
ス
ト
と
合
わ
せ
、
論
じ
ら
れ
て
良
い
時
期
に
、

差
し
掛
か
っ
て
い
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

図十三　渋川版二十四孝、董永挿絵



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
七
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

三
七

〔
注
〕

（
（
）�図
版
一
、
図
版
二
は
、
張
宝
祥
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
。

（
（
）�図
一
は
、
張
宝
祥
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。

（
3
）�林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
─
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
─
」（『
美
術
史
』
（（
・
（
〈
154
〉、
平
成
（（
〈
二
〇

〇
三
〉
年
3
月
）。
そ
の
林
聖
智
説
の
意
義
と
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孝
子

伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
（（
〈
二
〇
〇
七
〉
年
）
Ⅰ
二
3
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
（
）�陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
（（

〈
二
〇
〇
三
〉
年
）
に
よ
る
。
参
考
ま
で
に
、
船
橋
本
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

董
永
楚
人
也
。
性
至
孝
也
。
少
而
母
没
、
与
父
居
也
。
貧
窮
困
苦
、
僕
賃
養

父
。
爰
永
常
鹿
車
載
父
、
着
樹
木
蔭
涼
之
下
。
一
鋤
一
顧
、
見
父
顔
色
、
数

進
餚
饌
。
少
選
不
緩
。
時
父
老
命
終
、
無
物
葬
斂
。
永
詣
富
公
家
、
頓
首
云
、

父
没
無
物
葬
送
、
我
為
君
作
奴
婢
。
得
直
欲
已
礼
。
富
公
歎
与
銭
十
千
枚（
牧
）。

永
獲
之
斉
事
。
爾
乃
永
行
主
人
家
。
路
逢
一
女
。
語
永
云
、
吾
為
君
作
婦
。

永
云
、
吾
是
奴
也
。
何
有
然
也
。
女
云
、
吾
亦
知
之
。
而
慕
然
耳
。
永
諾
。

共
詣
主
人
家
、
主
人
問
云
、
汝
所
為
何
也
。
女
答
云
、
吾
踏
機
、
日
織
十
疋

之
絹
。
主
人
云
、
若
填
百
疋
、
免
汝
奴
役
。
一
旬
之
内
、
織
填
百
疋
。
主
人

如
言
、
良
放
免
之
。
於
時
夫
婦
出
門
。
婦
語
夫
云
、
吾
是
天
神
女
也
。
感
汝

至
孝
、
来
而
助
救
奴
役
。
天
地
区
異
、
神
人
不
同
。
豈
久（
人
）為

汝
婦
。
語
已
不

見
也

（
（
）�⒁
（
ま
た
、
⒀
、
⒂
）
に
つ
い
て
は
、
近
時
の
拙
訳
「
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩

四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
─
唐
代
の
孝
子
伝
図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
105
、

令
和
3
〈
二
〇
二
一
〉
年
3
月
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）�図
四
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

（
（
）�楢
山
満
照
氏
「
後
漢
鏡
の
図
像
解
釈
─
中
国
美
術
史
上
に
お
け
る
儒
教
図
像
の
意

義
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
237
〈
實
森
良
彦
氏
編
『
銅
鏡
か
ら
読
み
解
く
（
～
（
世
紀

の
東
ア
ジ
ア�

三
角
縁
神
獣
鏡
と
関
連
鏡
群
の
諸
問
題
』
所
収
〉、
令
和
元
〈
二
〇

一
九
〉
年
（
月
）

（
（
）�当
該
鏡
に
つ
い
て
は
、
注
③
前
掲
拙
著
の
カ
ラ
ー
口
絵
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）�図
五
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
に
私
の
撮
影
し
た
原
石
写
真
に
拠
る
も
の
だ
が
、
原

図
は
極
め
て
細
い
線
刻
で
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
写
真
家
の
立
松
洋
行
氏
（
黎
明

舎
）
に
依
頼
し
て
、
そ
の
図
像
を
見
易
い
も
の
に
し
て
貰
っ
た
。

（
（0
）�図
六
は
、Giséle�Croës,�Ritual�O

bject�and�Early�Buddhist�A
rt�(N

ew
�

Y
ork,�（00（),�Stone�funerary�bed�C（�

に
拠
る
。

（
（（
）�図
七
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
り
、
図
八
は
、
同
じ
く
呉
氏
提
供
の
原
石

写
真
に
拠
る
。

（
（（
）�㉒
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
董
黯
図
や
丁
蘭
図
、
ま
た
、
㉓
呉
氏
蔵

翟
門
生
石
床
の
郭
巨
図
な
ど
に
お
い
て
も
、
同
様
の
事
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床

の
孝
子
伝
図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
3

月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（3
）�西
野
貞
治
氏
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
（
・
（
、
昭
和
30
〈
一
九

五
五
〉
年
（
月
）

（
（（
）�西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
人

文
研
究
』
（
・
（
、
昭
和
3（
〈
一
九
五
六
〉
年
（
月
）

（
（（
）�図
九
は
、
容
庚
氏
『
漢
武
梁
祠
画
像
録
』（
考
古
学
社
専
集
（3
、
北
平
燕
京
大
学

考
古
学
社
、
民
国
（（
〈
一
九
三
六
〉
年
）
（0
丁
裏
、
（（
丁
に
拠
る
。

（
（（
）�図
十
は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
（（
石
刻
線
画
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九

八
八
年
）
図
版
六
に
、
図
十
一
は
、
奥
村
伊
九
良
氏
「
孝
子
石
棺
の
刻
画
」（『
瓜

茄
』
（
、
昭
和
（（
〈
一
九
三
七
〉
年
（
月
）
図
二
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
る
。

（
（（
）�長
廣
敏
雄
氏
編
『
漢
代
画
象
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
（0
〈
一
九

六
五
〉
年
）
二
部
「
武
梁
石
室
画
象
の
図
象
学
的
研
究
」
（（
董
永
（
（0
頁
）。
そ

こ
で
は
、「
そ
の
左
に
何
か
器
が
地
上
に
在
り
、
右
手
で
そ
の
蓋
を
も
つ
て
い
る

の
は
董
永
で
、
か
れ
の
右
上
の
空
中
に
在
る
の
は
織
女
で
あ
る
」
と
言
い
、
さ
ら

に
図
十
一
に
つ
い
て
も
、「
二
場
面
を
つ
く
り
、
織
女
と
董
永
を
相
対
さ
せ
て
い

る
」
と
あ
る
（
小
川
環
樹
氏
執
筆
）。

（
（（
）�図
十
二
は
、『
山
東
石
刻
芸
術
選
粋
』
漢
画
像
石
故
事
巻
（
浙
江
文
芸
出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
三
○
に
拠
る
。



華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
に
つ
い
て
（
黒
田　

彰
）

三
八

（
（（
）�董
永
遇
仙
伝
に
つ
い
て
は
、
金
田
純
一
郎
氏
「
董
永
遇
仙
伝
覚
書
」（『
女
子
大
国

文
』
（
、
昭
和
33
〈
一
九
五
八
〉
年
（
月
）
参
照
。

（
（0
）�李
国
棟
氏
「『
董
永
』
の
改
編
過
程
と
母
性
愛
へ
の
希
求
」（『
岡
村
貞
雄
博
士
古

稀
記
念
中
国
学
論
集
』
所
収
、
白
帝
社
、
平
成
（（
〈
一
九
九
九
〉
年
）

〔
付
記
〕

　

本
石
床
の
調
査
、
撮
影
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
張
宝
祥
氏
、
ま
た
、
同
氏
を
紹
介
下

さ
っ
た
呉
強
華
氏
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金

石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ　

あ
き
ら　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
二
年
十
一
月
十
五
日
受
理



1

巻頭 論文

図
版
一
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床（
二
面
）　
正
面
左
板



2

図
版
二
　
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床（
二
面
）　
左
側
板




